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　初々しく、晴れやかに新成人68名が参加

これまでに感謝、これからに夢を
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新
年
の
１
月
３
日
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平

成
最
後
の
伊
方
町
成
人
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
成
人
該
当
者
は
、

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
11
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
方
84
名
で
す
。
当
日

は
、
そ
の
う
ち
、
68
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
高
門
町
長
か

ら
「
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
時
代
を
担
っ
て
い

く
大
切
な
存
在
で
あ
り
、
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
広
い

世
界
に
出
て
大
い
に
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
成
人
者
一
人
ひ

と
り
が
二
十
歳
の
抱
負
を
発

表
し
、
成
人
者
を
代
表
し
て

玉
里
将
平
さ
ん
（
三
崎
）
に

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
謝
辞
で
は
、
岩
村

豪
輝
さ
ん
（
塩
成
）
が
「
本

日
ま
で
私
た
ち
を
育
て
て
く

れ
た
両
親
や
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、

ま
た
本
日
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
来
賓
・
主
催
者
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」
と
感
謝

の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
20
歳
の
抱
負
で
は
、

中
藤
廉
さ
ん（
大
浜
）が
「
私

た
ち
は
今
ま
で
多
く
の
人
と

出
会
い
、
支
え
ら
れ
て
生
き

て
き
ま
し
た
。
次
の
社
会
を

担
う
も
の
と
し
て
、
今
度
は

私
た
ち
が
多
く
の
人
を
支
え

て
い
く
番
だ
と
思
い
ま
す
。

歩
ん
で
い
る
道
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

伊
方
町
民
の
誇
り
を
胸
に
、

人
間
性
豊
か
な
人
材
に
成
長

す
る
よ
う
こ
と
を
お
約
束
し

ま
す
。」
と
抱
負
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
茶
話
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
同
級
生

と
会
話
が
弾
み
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
せ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。　

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
、

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
感
謝
、
こ
れ
か
ら
に
夢
を

こ
れ
ま
で
に
感
謝
、
こ
れ
か
ら
に
夢
を

〜
伊
方
町
成
人
式
〜

〜
伊
方
町
成
人
式
〜

　

１
月
３
日
（
木
）、
新
春
恒
例
の
「
第
40

回
三
崎
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
約
70
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
走
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
は
１
．５
ｋ
ｍ
、
３
．

０
ｋ
ｍ
、
５
．０
ｋ
ｍ
の
３
部
門
か
ら
各
自

の
体
力
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
に
挑
戦
。
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
で

一
斉
に
駆
け
出
し
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
中
学
生
以
下
の
参
加
者
に
は
、
お

楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
、
ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン

ナ
ー
が
く
じ
引
き
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賞

品
を
手
に
し
て
、
当
た
り
は
ず
れ
に
一
喜
一

憂
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
３
．０
ｋ
ｍ
の
部

門
で
は
、
日
頃
の
運
動
仲
間
と
共
に
軽
や
か

に
歩
き
、
青
空
の
下
、
三
崎
路
を
楽
し
み
ま

し
た
。

新
春
の
三
崎
路
を
走
り
初
め

新
春
の
三
崎
路
を
走
り
初
め

〜
第
40
回
三
崎
健
康
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
〜

記念品目録を受け取る玉里将平さん記念品目録を受け取る玉里将平さん

新成人謝辞を述べた　岩村豪輝さん新成人謝辞を述べた　岩村豪輝さん

20歳の抱負を述べた　中藤廉さん20歳の抱負を述べた　中藤廉さん
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一
本
の
タ
ス
キ
に
思
い
を
込
め
て

〜 

第
52
回
瀬
戸
駅
伝
大
会
開
催 

〜

　

新
春
の
１
月
13
日
（
日
）、
第
52
回
瀬
戸

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
28
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
四
ツ
浜
地
区
体
育
館
か
ら
三

机
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
13
．3
㎞
の

コ
ー
ス
を
沿
道
の
熱
い
声
援
を
浴
び
な
が
ら
、

選
手
は
必
死
に
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い
き
ま

し
た
。
今
大
会
の
成
績
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

選手宣誓（三机消防団　山内さん)

総合成績表

区間新記録

第48回 伊方駅伝大会コース変更のお知らせ
２月１７日（日）９：３０スタート

今回から伊方駅伝大会のコースが下記のとおり大幅に変更となります。
当日は、応援ご協力よろしくお願いします。
〈コース〉妙見橋（スタート）→大浜臨港道口折返し→川永田西側ゴミステーション折返し→伊方町役場前（ゴール）
【問い合わせ】　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室　　電話３８－２６６１

部 順位
優　勝
準優勝
第３位
優　勝
準優勝
第３位

優　勝

優　勝
準優勝
第３位
優　勝
準優勝
第３位
優　勝
準優勝
第３位

チーム名 記録
伊方発電所　YONDEN-A
塩成金太郎
福まる
川之石高校陸上部Ｂ
川之石高校陸上部Ａ
三崎高校軟式野球部Ａ

瀬戸ボーイズ

もうすぐ受験
Ｓ・Ｔ　Ｇｉｒｌｓ
三崎高校女子
伊方中
大久スポーツ少年団
三机小Ｂ
大久スポーツ少年団
三机小Ｂ
三机小Ａ

福島  貴行（チーム：福まる）

　　 50分25秒
　　 51分07秒
 　　53分14秒
　　 47分57秒
　　 48分09秒
1時間01分30秒

　　 54分10秒

　　 56分17秒
1時間00分34秒
1時間13分49秒
　　 54分28秒
　　 59分44秒
1時間00分33秒
　　 59分44秒
1時間00分33秒
1時間01分15秒

7分05秒　(7分42秒)

１部
（町内一般）

1部　3区

２部
（高校男子）

３部
（中学男子）

４部
（女子）

オープン部
※小学生部含む

小学生部
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各公民館で「書き初め教室・大会」を開催
中央・町見・瀬戸・三崎公民館

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
一
年

の
事
始
め
と
し
て
字
が
上
手

に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
今
年

一
年
が
良
い
年
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
各
公
民
館
ご
と
に

児
童(

希
望
者)

を
対
象
と
し

た
「
書
初
め
教
室
・
大
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

筆
を
構
え
た
子
ど
も
た
ち

の
表
情
は
真
剣
で
、
納
得
の

い
く
作
品
に
仕
上
が
る
ま
で

何
度
も
練
習
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
方

の
丁
寧
な
ご
指
導
の
お
か
げ

で
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

ご指導いただいた講師の方々

【伊方会場】　宇都宮　史　先生

【瀬戸会場】　井上　千代　先生

【三崎会場】　五島　義長　先生

　恒例として新春を飾る「伊方町新春俳句大会」を下記のとおり開催いたしますので、多数の投句と
ご出席をお願いいたします。　
１．日　　時　　平成３１年３月１２日（火）１３：００～
２．場　　所　　瀬戸町民センター　２階　会議室
３．投句の要領（兼題のみ）
　①投 句 数　　一人３句　自作未発表の雑詠、自由題
　②投句方法　　郵便はがき縦書き３句　住所、氏名、出欠席記入（必ず記入してください。）
　　　　　　　　※楷書で記入して、漢字にはふりがなを付けてください。
　③締　　切　　２月２２日（金）必着
　④宛　　先　　〒７９６－０３０１　伊方町湊浦　伊方町中央公民館宛
　　　　　　　　郵便又は伊方町中央公民館郵便受けへ投函してください。
　⑤参 加 者　　町内の成人誰でも参加できます。
　⑥会　　費　　３００円
｠
　お問い合わせ　伊方町中央公民館　電話３８－１０２０

平成３１年（第３１回）伊方町新春俳句大会のご案内平成３１年（第３１回）伊方町新春俳句大会のご案内

伊方会場（１月５日　中央公民館）の様子

瀬戸会場（１月７日　三机小）の様子 伊方会場（１月４日　町見公民館）の様子

三崎会場（１月７日　三崎支所）の様子 瀬戸会場（１月７日　大久小）の様子

　

ま
た
、
伊
方
会
場(

中
央

公
民
館)

で
は
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
ご
協
力

で
、
七
草
粥
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
各
公
民
館

ロ
ビ
ー
等
に
て
掲
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町見公 民館
　

12
月
18
日
（
火
）、
九
町
小
学
校

体
育
館
で
、
町
見
老
人
大
学
生
13

名
と
九
町
小
学
校
児
童
58
名
が
参

加
し
て
「
し
め
縄
作
り
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
伝
承
行
事
の
指
導
を
通

し
て
子
供
た
ち
と
地
域
の
高
齢
者

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
高

学
年
の
児
童
は
、
縄
を
な
う
こ
と

が
と
て
も
上
手
く
、
き
れ
い
な
し

め
縄
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

低
学
年
の
児
童
も
、
高
齢
者
の
方

の
手
を
借
り
な
が
ら
何
と
か
仕
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
が
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
良
き
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
老
人
大
学
生
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

しめ縄作りで交流

楽しく・気軽に美しい文字を身につけませんか？

◇ 期　日 ２月１２日、１９日  、２６日　　３月５日、１２日 、１９日
　　　　 ※いずれも火曜日です。
◇ 時　間 １９：００～２０：３０
◇ 場　所 中央公民館　２階　視聴覚室
◇ 対　象 原則として伊方町内にお住まいの成人（１５名：先着順）
◇ 持参物 水性ボールペン、万年筆、鉛筆、筆ペン
 ※習いたいものを持参してください。
◇ 講　師 宇都宮　史 先生
◇ 受講料 １,０００円（６回分）※　初回にて徴収いたします。
◇ 申込方法 ２月６日（水）までに住所・氏名・電話番号を中央公民館へご連絡ください。
＜連絡先＞
　伊方町中央公民館　TEL３８－１０２０　FAX３８－１１８８

受講生募集（中央公民館）
「趣味講座～ペン習字教室～」
受講生募集（中央公民館）

「趣味講座～ペン習字教室～」
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～ふるさと愛いっぱいの人材（人財）が育つまちづくりをめざして～
【と　き】２月24日（日）午前８時４５分～（受付）
【ところ】伊方町民会館　４階　大ホール
 　 講　演 
　　テーマ　一隅を照らす～自分の持ち場で一生懸命～
　　講　師　露の団姫　先生 （落語家・天台宗僧侶）

※どなたでも参加できます。入場無料。当日参加受付ですので、お気軽にご参加ください。
<問い合わせ> 教育委員会事務局　生涯学習室　電話３８－２６６１

伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内

開会　9：30～
①主催者あいさつ
②来賓祝辞
③体育功労者・文化功労者表彰
④体験報告
 ～世界ユースサミット2018～
　愛媛県立三崎高等学校
　　３年　浅野　ひかる　さん
⑤講演（10:25 ～）
⑥閉会あいさつ

国際交流コーナー（9：00～　4階ロビー）
異文化に触れてみませんか？
国際交流員のリア・ミラーさんによる国際交流コーナーを
開設します。

詳しいお問い合わせは、伊方スポーツセンター　
　電話38-1100または38-0776へ

◇教室名　大人の水泳教室
◇日　時　2月13日（水）19：00～19：50
◇場　所　伊方スポーツセンター２階プール
◇対　象　一般成人（先着10名）
◇受講料　500円
※受講希望の方は事前にスポーツセンターまで
　ご連絡ください。

①浮力があるので筋肉がリラックスし、膝にかかる負担が軽
くなり無理をせず運動できます。
②水圧血流が良くなりむくみや、冷え性が改善されます。
③水温が体温より低いため、多くのエネルギーが使われシェ
イプアップ効果が期待できます。

水泳教室のご案内水泳教室のご案内さぁ！プールへ行こう！！さぁ！プールへ行こう！！

キリトリ

『スポセンプール無料の日』※プール無料券※
2月3日（日）にこの用紙を持参された方は午前9時から12時の間に
限り、伊方スポーツセンタープールの利用が無料でご利用頂けます。

：2月3日（日）
：この用紙1枚で3名まで利用可能です。
：午前９：００～１２：００（１時間）
：無料
：小学３年生以下のお子様は必ず保護者の方と一緒に遊泳し
 てください。大人一人につき子供２名までです。体調を考えて
 無理なご利用はご遠慮下さい。必ずこの券をご持参下さい。

日 　 　 付
利 用 人 数
時 　 　 間
料 　 　 金
注 　 　 意

プールにはこんなに良いことがあります！！

『2月スポセン休館日のお知らせ』
2月 4日(月)、12日(火)、18日(月)、 25日(月)
以上お間違えのないようお願いいたします。

◆ ◆
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【生徒募集】愛媛県立松山東高等学校通信制課程【生徒募集】愛媛県立松山東高等学校通信制課程

　本校は、県内で唯一の公立高等学校通信制課程です。
　平成３１年度の前期入学（４月入学）の募集が始まります。

　それぞれの科目について、レポート学習(自宅での自学自習)、スクーリング(学校での授業)、及び試験
に合格することで単位が修得できます。３年以上の修業、７４単位以上の単位修得などの必要条件を満た
せば、全日制や定時制の高校と同じ高等学校卒業の資格が得られます。卒業後は大学や専門学校などへの
進学の道もあります。
　現在、１５歳から８０歳代までの幅広い年齢層の約生徒４５０名が勉学に励んでいます。
　本校の特色は、誰でも、年齢を問わず、働きながらでも、家事をしながらでも、自分のペースで学習す
ることができる点にあります。
　入学を希望される方、興味のある方は、まず、本校までお電話ください。詳しく説明をいたします。その後、
書類や面接により入学を決定します。
　なお、松山東高へ来校の際は、駐車スペースがありませんので、最寄りの交通機関を御利用ください。

〈入学資格〉
　１　中学校を卒業された方
　２　平成３１年３月中学校を卒業見込みの方、又は中等教育学校前期課程修了見込みの方
　３　中学校卒業程度の学力を有すると認められる方
　４　高等学校又は中等教育学校後期課程に在籍、或いは中途退学した方

〈出願期間〉

※「編入学」とは、過去に高校又は中等教育学校に在学した方の入学形態です。
　「転入学」とは、現在高校又は中等教育学校に在籍している方の入学形態です。転入学を希望される方は、
　まず在籍校の担任に相談してください。

〈留意事項〉
　通信制課程の学習システムは、全日制課程や定時制課程と異なるため、入学を希望される御本人に、下
記の日程で直接説明をさせていただき、願書を手渡しております。（本人以外には、募集要項（入学願書）
をお渡しできません。説明には保護者の同席も可能です。）

　新入生（過年度卒業を含む）のための説明会　平成３１年２月１３日（水）　３月２０日（水）
　編入生のための説明会　　　　　　　　　　　平成３１年２月　１日（金）　２月２０日（水）

〈問い合わせ先〉　〒７９０－８５２１
　　　　　　　　　　松山市持田町２丁目２－１２　愛媛県立松山東高等学校通信制課程
　　　　　　　　　　ＴＥＬ(０８９)９４５－０１３１

　なお、高校卒業の資格の取得には関係なく、自分の関心のある科目を学習できる「聴講生」の制度もあ
ります。聴講生の受付は、平成３１年３月１９日（火）～４月３日（水）の予定です。

～ 「通信制」って知っていますか？　高校卒業の資格を取りましょう!! ～～ 「通信制」って知っていますか？　高校卒業の資格を取りましょう!! ～

新入学

編入学

転入学

１　次
２　次
１　次
２　次

平成３１年２月　１日（金）～　３月　１日（金）必着
平成３１年３月１９日（火）～　４月　３日（水）必着
平成３１年２月　１日（金）～　３月　１日（金）必着
平成３１年３月　８日（金）～　３月１４日（木）必着

平成３１年２月１日（金）～３月１５日（金）必着
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新着図書

ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内
～ 2月のおはなし会 ～

《一般書》 《児童書》

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。 URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

『姫君の賦』
 玉岡　かおる／著

《内容紹介》
幼くして豊臣秀頼のもとへ嫁いだ徳川家
康の孫娘、千姫。大坂城落城後、再婚
した本多忠刻の愛に包まれて、穏やかな
日々を送るが…。時代に翻弄さながらも
凛として生きた千姫の生涯を描く。

『カムパネルラ版 銀河鉄道の夜』　
 長野　まゆみ／著
『テレビ探偵』 小路　幸也／著
『おとぎカンパニー』 田丸　雅智／著
『本と鍵の季節』 米澤　穂信／著
『私に付け足されるもの』 長嶋　有／著
『麒麟児』 冲方　丁／著
『海近旅館』 柏井　壽／著
『つくもがみ笑います』 畠中　恵／著
『大人のための言い換え力』 石黒　圭／著
『帰村 武左衛門一揆と泉貨紙』
 宮本　春樹／著 
『地面師』 森　功／著
『生命科学の未来』 本庶　佑／著
『七〇歳年下の君たちへ』 五木　寛之／著
 ほか

『カレンダーでんしゃがやってくる!』 丸山　誠司／作
『こまった虫歯』 長田　真作／著
『やぎこ先生いちねんせい』  ななもり　さちこ／文
『かいけつゾロリロボット大さくせん』
 原　ゆたか／さく・え
『おねえちゃんって、まいにちはらはら!』 いとう　みく／作
『ぼくはくまですよ』  フランク・タシュリン／文・絵
『らくだい記者と白雪のドレス』 あんびる　やすこ／著
『氷の上のプリンセス ジュニア編3』  風野　潮／作
『おしっこ“小”百科』 ヤクプ・プラヒー／絵と文
『日本の恐竜大研究』 冨田　幸光／監修
『みんなにおくるチョコ&お菓子BOOK』
 中村　陽子／監修
『がんばれ給食委員長』 中松　まるは／作
『消えた黒猫は知っている」 藤本　ひとみ／原作
 ほか

日　時 ： ９日（土）・23日（土） 午後1時30分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪
絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを聞か
せてくれるよ。みんな、きてね！

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■返却について
 　町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の
 　返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607

　図書館前エレベータ
ーホールで、伊方町地
域おこし協力隊の活動
報告を展示していま
す。さまざまな分野で
活躍する隊員の様子が
よくわかる報告です。
ぜひご覧ください。

地域おこし協力隊活動報告について地域おこし協力隊活動報告について

『おとのさま、ほいくしさんになる』
中川　ひろたか／作

《内容紹介》
はなよめさんや音楽家、粋な板さん
に宇宙人！？おめでたいけっこんしき
を舞台に、みんなで楽しく大変身！
おでこにはめて遊ぶ絵本。

2月 図書館カレンダー
日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22
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先
日
「
佐
田
岬
半
島
は
い
つ
か
ら
「
日
本
一

細
長
い
」
と
言
い
始
め
た
の
か
」
と
い
う
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

手
元
の
資
料
を
探
し
て
み
る
と
、
確
か
に

「
日
本
一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
」（『
三
崎
町
勢

要
覧
』
平
成
一
二
年
発
行
）、「
細
長
さ
で
は
日

本
一
と
言
わ
れ
て
い
る
佐
田
岬
半
島
」（
旧
伊

方
町
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
平
成
八
年
発
行
））
な

ど
の
言
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
四
五
年
頃
刊

行
さ
れ
た
佐
田
岬
半
島
・
宇
和
海
県
立
自
然
公

園
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト『
佐
田
岬
半
島
、

宇
和
海
』
に
も
「
日
本
随
一
の
細
長
い
佐
田
岬

半
島
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

で
は
そ
の
最
初
は
？
調
べ
て
み
る
と
、
昭
和

三
五
年
八
月
に
愛
媛
県
高
等
学
校
社
会
科
研
究

会
会
長
と
同
地
理
部
門
会
員
二
五
名
が
佐
田
岬

半
島
の
総
合
調
査
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部

は
翌
年
の
『
愛
媛
新
聞
』
で
「
三
崎
町
総
合
調

査―
県
下
高
校
の
先
生
た
ち
に
よ
る―

」
と
連

載
で
紹
介
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
当
時
愛
媛
県
立
内
子
高
等
学
校
の
芳
我
幸

正
先
生
が
同
じ
三
六
年
『
地
理
教
材
の
研
究
』

第
二
集
（
地
理
教
育
研
究
会
全
国
連
合
会
編
）

に
発
表
し
た「
佐
田
岬
半
島
の
自
然―

地
形―

」

の
中
で
、
佐
田
岬
半
島
を
「
本
邦
最
狭
長
の
半

島
」と
紹
介
し
、「
全
長
四
〇
㎞
、最
大
幅
六
・
二

㎞
、
最
小
幅
〇
・
八
㎞
、
本
県
の
西
端
を
さ
ら

に
延
々
と
西
方
に
伸
び
る
佐
田
岬
半
島
は
本
邦

の
諸
半
島
の
中
で
一
番
細
長
い
ユ
ニ
ー
ク
な
存

在
で
あ
る
」
と
評
し
、
地
理
学
的
に
み
た
佐

田
岬
半
島
の
特
徴
を
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。
芳

我
先
生
は
さ
ら
に
翌
三
七
年
に
も
、
愛
媛
自
然

科
学
教
室
発
行
『
愛
媛
の
自
然
』
第
四
巻
第
一

号
に
て
、
ま
さ
に「
日
本
一
細
長
い
佐
田
岬
半

島
」と
題
し
た
文
章
で
、
子
ど
も
た
ち
向
け
に

分
か
り
や
す
く
佐
田
岬
半
島
の
地
形
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
説
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
合
併
前
の
旧
町
時
代
に
は
、
こ
の
フ
レ
ー

ズ
は
ほ
と
ん
ど
出
て
く
る
こ
と
が
希
で
し
た
。　

し
か
し
、
現
在
で
は
佐
田

岬
半
島
の
大
部
分
は
ひ
と

つ
の
町
と
な
り
、「
日
本
一

細
長
い
佐
田
岬
半
島
」
は

今
や
本
町
の
枕
詞
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
い
ち
早

く
こ
の
半
島
の
ユ
ニ
ー
ク

さ
に
目
を
つ
け
、
地
理
学

的
特
色
を
研
究
し
て
く
だ

さ
っ
た
芳
我
先
生
に
は
、

私
た
ち
佐
田
岬
半
島
の
み

ん
な
で
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
ね
。
先
生
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー
２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日・祝
日
の
翌
日
ほ
か

165

（第140回）

い
つ
か
ら
日
本
一
？

2月27日（水）19時～
今月のテーマ

「寺社の人工動植物」
※入場無料・お気軽にお越しください。

＝休館日＝夜スライド上映

2019年 2月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

2019年
町見郷土館は開館
２０周年を迎えます！

2019年
町見郷土館は開館
２０周年を迎えます！

伊方町の公立博物館―町見郷土館は旧伊方町立町
見中学校の校舎を使って1999年6月に開館。なんと今年で20
年めを迎えます♪地域の博物館としてこれからもがんばります！

【町見郷土館のおもな沿革】
1999年開館
2004年登録博物館となる（第15号・町立館で愛媛県初！）
2005年サポーター「佐田岬みつけ隊」発足
2010年累計来館者数10,000人達成。記念行事開催。
2019年開館20周年
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道
徳
の
時
間
に
「
あ
る
日
の
バ
ッ

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
資
料
を
通

し
て
差
別
や
偏
見
、
そ
し
て
「
公
平
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
真
剣

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
私
の
実
生
活
の
中
で
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
の
弟
は
、
こ
の
資
料
に
出
て
く

る
少
年
と
同
じ
小
学
五
年
生
で
す
。

そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に
正
常
な
歩
行

が
困
難
で
す
。
歩
行
の
時
は
両
方
に

ひ
ざ
下
ま
で
あ
る
装
具
を
付
け
て
、

歩
行
器
を
使
っ
た
り
、
手
を
引
い
て

も
ら
っ
た
り
し
て
歩
い
て
い
ま
す
。

長
い
距
離
を
歩
く
と
き
に
は
車
い
す

に
乗
っ
て
移
動
し
ま
す
。
み
ん
な
と

同
じ
よ
う
に
速
く
歩
く
こ
と
や
活
発

な
動
作
が
と
て
も
難
し
い
で
す
。
し

か
し
、
弟
は
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
と
い

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
休
み
時
間
に
は
、
鬼
ご
っ

こ
や
じ
ゃ
ん
け
ん
競
争
を
す
る
こ
と

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。け
れ
ど
、

時
々
、
み
ん
な
と
一
緒
に
競
技
を
す

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
寂
し
そ
う
に

見
て
い
る
だ
け
の
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
道
徳
の
授
業
の
後
、
家
で
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

弟
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
友
達
や

先
生
が
工
夫
し
て
く
れ
て
、
や
り
や

す
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

リ
レ
ー
で
は
三
分
の
一
を
弟
が
走
り
、

残
り
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
全
力
で
走

っ
て
く
れ
ま
す
。
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー

ム
で
は
車
い
す
に
乗
っ
た
弟
の
し
っ

ぽ
が
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
一
生
懸
命

に
走
り
ま
わ
っ
て
く
れ
る
友
達
が
い

ま
す
。
母
は
弟
だ
け
で
は
な
く
、
み

ん
な
が
安
全
で
使
い
や
す
い
よ
う
に
、

学
校
の
環
境
も
考
え
て
も
ら
っ
て
い

る
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
私
は
、
弟
が
過
ご
し
や
す

い
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
み
ん
な
も

使
い
や
す
く
、
過
ご
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

段
差
が
少
な
く
、
手
す
り
の
つ
い
た

廊
下
や
階
段
、
洋
式
ト
イ
レ
な
ど
で

す
。こ
の
過
ご
し
や
す
い
環
境
は
、弟

と
友
達
、
家
族
と
学
校
の
先
生
た
ち

が
相
手
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
考
え

た
工
夫
で
す
。

　

私
は
こ
の
資
料
を
読
ん
で
、
最
初

は
「
先
生
は
も
っ
と
少
年
の
気
持
ち

を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。
少
年
は
み
ん

な
と
野
球
が
し
た
い
の
に
・
・
・
」

と
感
じ
ま
し
た
。だ
か
ら
、私
は
も
っ

と
少
年
の
気
持
ち
を
聴
き
な
が
ら
、

活
動
の
内
容
を
考
え
て
あ
げ
る
と
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。
少
年
は
、
友
達
の
活
躍
を
見
て

い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
け
れ
ど
、
自

分
が
一
緒
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
も
っ
と
充
実
し
た
気
持
ち
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
で
き
る

ル
ー
ル
を
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な

で
楽
し
む
こ
と
で
み
ん
な
の
笑
顔
が

増
え
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
今

ま
で
野
球
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

少
年
の
自
信
に
も
つ
な
が
り
、
次
へ

の
意
欲
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
母
は
そ
の
先
生
の
考
え

も
わ
か
る
気
が
す
る
と
言
い
ま
し
た
。

歩
行
の
困
難
な
少
年
が
、
み
ん
な
と

一
緒
に
同
じ
よ
う
な
運
動
を
す
る
こ

と
で
、
大
き
な
け
が
を
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
感
じ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
学
習
か
ら
私
は
、
誰
も
が
過

ご
し
や
す
い
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

福
祉
の
マ
ー
ク
が
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。
弟
も
利
用
し
て
い
る
「
パ
ー
キ

ン
グ
ミ
ッ
ト
制
度
」
や
「
福
祉
に
つ

い
て
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
で
す
。

パ
ー
キ
ン
グ
ミ
ッ
ト
制
度
と
は
、
公

共
の
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
身
体

障
が
い
者
等
用
駐
車
場
を
適
正
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、
妊

婦
の
方
、
歩
行
が
困
難
な
方
に
身
体

障
が
い
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
を
渡

し
て
、
そ
の
駐
車
場
を
本
当
に
必
要

と
さ
れ
る
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
う

と
い
う
制
度
で
す
。
福
祉
に
つ
い
て

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
は
、
障
が
い

者
に
関
す
る
マ
ー
ク
で
す
。
私
が
知

っ
て
い
る
マ
ー
ク
の
一
つ
目
は
、
車

い
す
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
国
際
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。
駐
車
場
や
ト

イ
レ
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
二

つ
目
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
で
す
。

人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
を
身
に
付
け

て
い
る
人
の
た
め
の
設
備
を
設
置
し

て
い
る
ト
イ
レ
の
入
口
に
マ
ー
ク
が

つ
い
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
「
耳
マ

ー
ク
」
や
「
補
助
犬
マ
ー
ク
」
を
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
病
院
で
見

か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
周
り
に
は
、
福
祉
に
つ
い
て
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
ど
ん

な
人
が
つ
け
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
、
そ
の
マ
ー
ク
の
意
味
が

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

マ
ー
ク
を
見
つ
け
た
ら
「
こ
れ
は
何

の
マ
ー
ク
な
ん
だ
ろ
う
」
「
ど
ん
な

人
が
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
を
自
分
で
学
習
し
、
普

段
の
生
活
の
中
で
意
識
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

今
回
の
学
習
に
よ
っ
て
、
弟
と
同

じ
よ
う
な
立
場
の
人
の
気
持
ち
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

私
は
日
頃
の
生
活
の
大
変
さ
を
知
る

と
と
も
に
地
域
や
学
校
の
生
活
環
境

の
中
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
差
別

を
せ
ず
、
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
接

し
、
ど
の
人
も
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ

な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で

は
、
み
ん
な
が
不
安
に
思
う
こ
と
な

く
、
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
私
が
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
ぼ
く
。
あ
な
た
は
、
あ

な
た
。
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
や
感
じ
方

は
ち
が
い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
気
持
ち

を
理
解
し
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
分
と
相
手
が
少
し
考
え
方

を
変
え
る
こ
と
で
、
分
か
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
話
を
し

な
い
と
相
手
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

ぼ
く
は
話
す
こ
と
を
大
切
に
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
友
達
と
の
輪
を
広
げ
、

楽
し
さ
が
増
え
る
よ
う
に
、
自
分
か

ら
伝
え
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
い
き

ま
す
。

伊
方
中
学
校
　
一
年
　
井
上
　
和
奏

「
笑
顔
で
共
に
生
き
る
」

平
成
30
年
度 

人
権
作
文 

最
優
秀
賞

伊
方
小
学
校
　
六
年
　
米
澤
　
虎
毅

「
ぼ
く
と
あ
な
た
。」

平
成
30
年
度
　
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
最
優
秀
賞
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町
見
野
の
花
句
会

三
机
句
会

番
匠
句
会

俳
　
句

●工作教室
にぎやかタンポのおひなさま
「タンポ（道具）でポンポンと押して
 かわいいおひな様を作りませんか？」

2月23日（土）午後２時から、工作教室を行います。

※参加費は無料です。　　
※写真は、イメージです。

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

●DVD上映会
ちびねこチョビ/ちびねこコビと
おともだち
「魔女の宅急便」の原作者・角野栄子が贈る
いたずらが大好きなちびねこのお話！

2月9日（土） DVD上映会を行います。
　○場   　所  ３階  児遊館
　○上映時間  １回目  10：00 ～
　　　　　　  ２回目  14：00 ～

【お問い合わせ】
伊方町生涯学習センター内　児遊館　３８－２６６８

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
ヱ

井　
上　
敦　
子

得　
能　
利　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

髙
地
瑠
美
子

佐
々
木
サ
チ
子

井 

上 

幸 

子

柏
村
ヨ
シ
子

結 

城 

励 

子

溝　
口　
明　
美

佐
々
木
忠
雄

平
成
が
静
か
に
終
り
山
眠
る

平
凡
に
生
き
る
幸
せ
福
寿
草

若
松
を
生
け
て
玄
関
年
迎
う

お
し
ゃ
べ
り
の
楽
し
い
人
に
春
が
来
る

初
空
へ
稚
児
高
く
高
く
差
し
上
げ
て

紅
葉
映
ゆ
倉
敷
川
に
祝
舟

山
始
老
夫
手
伝
ふ
子
等
二
人

本
堂
の
正
面
に
立
つ
大
門
松

三
世
代
何
度
た
し
か
め
雑
煮
も
ち

元
旦
や
安
泰
祈
る
子
は
五
人

帰
省
し
酒
く
み
か
わ
す
新
年
会

工
事
場
に
た
き
火
を
か
こ
み
バ
カ
話
し

水
仙
の
少
し
お
く
れ
て
つ
ぼ
み
か
な

海
凪
ぎ
て
菜
の
花
か
し
こ
わ
れ
の
里

や  

や


